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発達障害児の不安に関連する感覚特性を評価する VR 教室を開発した。VR 教室内の気が散る事象に対

する視線パターンと教師の説明への理解度を評価した。さらに、不安との関連が指摘されるインテロセ
プション（内受容感覚）を心拍知覚テストと内受容感覚の気づきの多次元評価尺度から評価した。これ
らの評価項目で発達障害児と健常児では有意差が見られ、発達障害児の感覚調節における特異性評価シ
ステムとしての VR 教室の有効性が示された。 
 
A VR classroom was developed to assess the sensory characteristics associated with anxiety in children 
with developmental disabilities; gaze patterns to distracting events in the VR classroom and 
comprehension of the teacher's explanations were assessed. In addition, interoception, which has been 
implicated in anxiety, was assessed from a heartbeat perception test and Multidimensional Assessment of 
Interoceptive Awareness (MAIA). Significant differences were found between developmentally disabled 
and normal children in these assessment items, indicating the effectiveness of the VR classroom as a 
specificity assessment system in the sensory regulation of developmentally disabled children. 
 
1．研究内容 
1.1 緒言 

発達障害児の不安や社会不適応には感覚の影響
が考えられる。つまり、視覚・聴覚・内受容感覚（イ
ンテロセプション、内臓感覚ともいう）などの過敏
や鈍麻により、不安が惹起されやすく問題行動にも
つながりやすい。感覚過敏によるイライラ・かんし
ゃく・注意散漫、感覚鈍磨による不注意・多動など
は、子どもにとって学校にいづらい原因となる。さ
らにこれらの感覚調節障害は学業不振にもつなが
る恐れがある。よって、子どもが感覚調節障害由来

の困りや生きづらさに早めに気づき、援助を希求で
きるような仕組みが必要である。 

しかし、発達障害児の感覚調節障害は本人・親・
教師からも気づかれていないことが多い。仮想現
実（Virtual Reality：VR）を用いることで、現実
に近い環境で自閉症スペクトラム障害（ASD）や
注意欠陥・多動性障害（ADHD）を有する児童生
徒の感覚の評価を行うことができる。本研究の目
的は、彼らの視線、インテロセプション（内受容
感覚）、学業の特性を評価するための VR 教室の実
現可能性を探ることである。 
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1.2 方法 
学齢期の児童を年齢や性比に有意差のない発達

障害児群（n=8）、対照群（n=7）に割り付けた。
複数の音、物体の落下、移動などの注意散漫事象
に対する反応を評価するために、VR 教室を設計し
た。VIVE PRO EYE を用いて、注視時間を 15 秒
ごとに算出した。また、VR 教師の指示内容の理解
を見るパフォーマンステストも実施した。さらに
イ ン テ ロ セ プ シ ョ ン を 心 拍 知 覚 テ ス ト と
Multidimensional Assessment of Interoceptive 
Awareness（MAIA、内受容感覚への気づきの多次
元的アセスメント）を用いて評価した。 

 
1.3 結果 

発達障害児群は、30〜45 秒間の VR 教師への注
視時間が有意に⻑かった（p<.05）。ちなみに 30−
45 秒時点では教師は掲示物を指し示しながら説
明を行っており、対照群は掲示物にも視線を向け
ていた。また対照群は、人工的な騒音が出ると VR
教師以外の方向を注視するようであった。パフォ
ーマンステストと心拍知覚テストの平均点は、発
達障害児群では有意に低い傾向を示した。発達障
害児群では MAIA の 8 つの下位尺度のうち 6 つ（気
づき、注意制御、感情への気づき、自己制御、身
体を聴く、信頼する）で有意に低いスコアを示し
た。 

 
1.4 考察 

学齢期の発達障害児と定型発達児では学校の感
覚刺激に対する視線や抑制が異なることが考えら
れた。また、発達障害児では教師を注視していて
も理解は劣る可能性やインテロセプションが低い
傾向が考えられた。違いの背景として発達障害児
の過集中や弱い中心性統合が考えられた。今後、
対象者数を増やし、ＶＲ教室の感覚測定における
信頼性・妥当性を検討する必要がある。 
 
 

1.5 結論 
本研究結果から、発達障害児が VR 教室で物体

を見つめる際に身体感覚の捉え方が異なることが
示唆された。また、視聴覚刺激がある学校環境で
は、指示を理解することが困難である可能性が示
唆された。本研究は、今後の研究にとって重要な
示唆を提供した。つまり、同一対象への注視時間
がかなり⻑いこと、また、理解度が低いという傾
向から、今後、教室環境における学齢期の発達障
害児の過集中と弱い中枢性統合に関する研究が参
考になる可能性がある。さらに、彼らのインテロ
セプションの知覚が低いことから、発達障害児の
相互知覚の認識や感受性の評価が必要であること
が示唆された。インテロセプションの知覚を高め
ることで不安が緩和される可能性があるため、今
後マインドフルネスを取り入れた VR 教材の開発
も課題である。最後に、これらの感覚・認知の非
定型性にアプローチする方法として、VR 教室の有
用性が示唆された。 
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図 1 VR 教室における視線探索例 
(i)   45 秒-60 秒までの注視点（発達障害児群の 1 名） 
(ii)  45 秒-60 秒までの注視点（定型発達児群の 1 名） 

実験風景 


